


（別紙） 

 点検及び評価に関する委員会の意見 

教
育
委
員
会
の 

開
催
状
況 

○ 委員活動については、コロナ禍の中、公式行事が縮小され、学校の開放日における現場

の状況確認も難しくなったが、年２回の学校経営説明で、校長等より各学校の方針・課

題について確認している。また、委員会については、検討・審議が必要な案件について

適切に会議が開かれ、良好に実施運営されている。 

教
育
施
策
の
主
要
施
策
の
状
況 

○ コロナ禍の中で、「みやわか教師塾」による若年教員の資質向上、「アフタースクール」

による児童生徒の基礎学力の充実に向けた取組、生涯学習における図書館利用の促進と子

どもの読書活動の推進・支援、光陵小学校の開校に向けた計画的な準備、タブレット端末

の授業及び家庭学習での活用の推進、人権教育・啓発活動の推進に向け人権子ども会の担

当者会を通じた担当者の資質向上及び担当者間の連携強化、地域文化の育成に向けた幅広

い取組など、教育施策の推進に向け市の課題対応に向けた積極性が感じられた。 

○ 生徒に一人 1台タブレット端末が配布されるようになり、ICTの導入は教育の可能性を

大きく広げるものと感じると共に、現場教師の声が反映されなければならないと感じた。

学習指導要領にどう落とし込めるのか、また、主体的、対話的で深い学びにつながるよう

な活用方法を教師間でしっかり共有できるよう、研鑽を深めていただきたい。 

○ 成人を対象とした図書館活動「くつろぎ読書会」を、新型コロナ感染拡大前は実施して

おり、互いのお気に入りの本を持ち寄って紹介し合うという興味深い取組だと感じた。日

頃から図書活動に熱心に取り組んでいることを評価し、再開できることを願う。 

○ いきいきスポーツクラブを通して健康保持増進に取り組み、市民にも根付いている。運

動の得手不得手にとらわれることなく、全年齢の方が参加できる事業が工夫されている。 

取
組
・
事
業
の
状
況 

○ コロナ禍で取組や事業計画が制限される中、工夫しながら積極的に課題解決に取り組ま

れています。一日も早くコロナが収束し、計画の 100％実施が可能になることを願ってい

る。 

○ 新教育課程に関して、令和の日本型教育、ICTの促進等も踏まえ、今後の学習指導のあ

り方を踏まえた授業改善について、市独自の研修会他、教育事務所との連携により着手し、

進められていることを確認できた。 

○ 給食費の管理が公会計になったことは、学級担任の事務負担等が減ることにつながり、

教師の働き方改革の一環としても評価できる。 
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別紙様式２ 

令和３年度 教育委員会点検評価書 

 事業の区分 事業の内容及び状況並びに評価 

教
育
委
員
会
の
開
催
状
況 

 

 

【定例教育委員会】 

 

開催回数  １２回 、 議案数  ２６件 

【議案の内訳】 

  条例・規則等  １１件  予算案   １件 

  計画・方針案   ３件  人事案   ７件 

  その他    ４件 

 

【臨時教育委員会】 開催回数  ３回 

 開催理由 教職員人事について 

      職員の処分について 

      ほか、同意議案１件 

 

【その他】 

 

【研修等委員会協議活動以外の内訳】 

内   容 実施回（日）数 

入園・卒園、入学・卒業、運動会、発表会、

文化祭、音楽祭、閉校式等式典 
１０ 

学校経営説明会 ５ 
 

教
育
施
策
の
主
要
施
策 

生涯学習の推進 ○子どもの読書習慣形成・定着支援事業補助金を活用し、子どもの好

きな本を読んだ後に本の感想を話し合い、記録することで家族内の

コミュニケーションをとることを目的とした家読貸出セットを用

意し、事業の促進を図った。 

○ 本を紹介するＰＯＰを中学生に作成してもらい、応募された作品

については市立図書館の展示スペース等を使い、本とともに展示し

た。並行して、図書館の来館者に向けて、POP作品の投票を促し、

POP大賞を決めると同時に、作成者への感想などを書くメッセージ

カードを設置した。 

 

教育施設の整備 ○ 旧宮田光陵中学校跡地にて、光陵小学校、共同給食調理場、学童・

子育て支援センターの建設工事が終了し、計画どおり令和４年３月

に完成した。 

 完成後、３月末に引越をし、４月からの開校準備が整った。 
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学校教育の充実 ○ 国のＧＩＧＡスクール構想に伴い、児童生徒用タブレット端末の

さらなる活用のため、学習ソフトやセキュリティソフトの導入、

ネットワーク環境向上を図り、ＧＩＧＡスクールサポーターやＩ

ＣＴ支援員の派遣活用して授業力向上のためのＩＣＴ活用支援

を行った。 

○ 教育相談については、ＳＳＷを１名、ＳＣ２名、教育相談員１名

を配置して、相談体制の充実を図った。 

○ コロナウイルス感染症拡大防止のため当初予定より若干開催日

数を減らすこととなったが、「みやわかアフター・スクール」や

「みやわか教師塾」を実施することができた。 

〇 共同調理場の給食調理業務等についてプロポーザルを実施し、小

中一貫校・共同調理場ともに令和４年度より民間委託となる。 

○ 給食費の管理について、公会計となった。 

 

青少年の健全育成 ○ 中止となった花火大会に伴う街頭指導以外の事業について、昨年

度まで成人式以外はほとんどが中止等となっていたが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止対策を講じ、規模縮小や会場変更等の

対応を行い開催することができた。 

 

 

人権教育・啓発活動

の推進 

○ 人権教育・啓発活動の推進を図るため、啓発冊子・人権カレンダ

ーを作成し、市内全戸配布を行った。 

○ 同和問題啓発強調月間における人権講演会及び人権問題地域懇談

会、街頭啓発活動は中止した。 

 

 

生涯スポーツの推進 ○ スポーツフェスタについては、新型コロナウィルスの影響で中止

となったが、感染症拡大防止対策を講じ、体力測定会、陸上競技

教室、ビーチボールバレー大会を開催した。 

○ 総合型スポーツクラブについては、中止期間もあったが、令和３

年度会員数１３２名、９事業を実施し延べ１，２２１名の参加を

得ており、市民のスポーツ活動の一環として定着している。 

○ 体育協会は、市民の自発的なスポーツ活動の振興及び普及を図

り、スポーツを通して市民の健康で活力のある豊かな生活の創造

に資することを目的に活動を行っている。 
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地域文化の育成 ○ 主催コンサート４回、生涯学習センターのエントランスで実施。

来場者：１２５人 コンサートはライブ配信も行い、YouTube、イ

ンスタグラムで累計８１８名の視聴があった。昨年度（来場者８５

人、視聴者２８５人）よりも多くの方に見ていただくことができた。 

○ 地域住民のためのコンサートとして、福岡県を拠点に活動してい

る音楽団体、㈱アーツバディによるコンサートを開催した。 

○ 「屋敷田遺跡」の調査報告書を作成した。 

○ 市民文化祭について、昨年度は展示のみ開催したが、ステージの

部を事前撮影にて開催することができた。来場者：ステージの部

４０１人、展示の部５３６人、出展者：ステージの部１７団体３

１５人、２６団体２８９人であった。 

○ 若宮西小学校跡地の地域のコミュニティセンター機能を併せ持

つ文化財収蔵・展示施設（宮若トレッジ）の整備を行い、令和４年

４月開館に向けた準備が整った。 
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 主な実施事業 関係総予算額 内    容 

取
組
・
事
業
の
状
況 

 

図書資料 

千円 

１５，０００ 

平成２９年度からふるさと納税寄附金のうち

１５０万円を児童書購入費として活用し、蔵書

数の充実に努めた。 

 

宮若東中学校区再編

小学校等整備 
２，８１０，９２０ 

旧宮田光陵中学校跡地にて、宮若東中学校区再 

編小学校（光陵小学校）、共同給食調理場、学 

童・子育て支援センターの建設工事に着手し、 

令和４年３月初旬に完成。３月末に引越を行 

い、４月からの開校準備を整えた。 

 

学力向上プロジェク

トＥ事業 
２７，０６６ 

宮若東中校区において令和２年度より福岡県

の「ふくおか学力アップ」事業の研究指定を受

けており、小中連携した取組を進めた。 

「みやわか教師塾」及び「みやわかアフター・

スクール」のさらなる内容充実を検討した。 

教育支援センターの

運営 
８，４３０ 

不登校児童生徒及び保護者への相談体制の充

実に取組んだ。 

特別支援教育推進事

業 
２５，６８９ 

特別な支援を必要とする児童生徒のスムーズ

な就学に向けた保幼小中の連携や、専門相談員

による教育相談や巡回指導による特別支援教

育に係る教員の資質の向上に向けて取組んだ。 

国際理解教育の推進  ２５，６３２ 

各学校にＡＬＴを派遣し、外国語活動における

取組を深めるとともに、教員の指導力向上に努

めた。 

情報教育の推進 ５５，２１６ 

国のＧＩＧＡスクール構想に伴う１人１台端

末整備に向けた取組みを推進するため、教員の

指導力向上をめざしたプロジェクトＥ事業に

おける情報教育部会での取組やＩＣＴ支援員

の配置による教員の指導力向上とＩＣＴ機器

を活用した授業力向上、また、家庭学習におけ

る活用についての取組を進めた。 

学校運営協議会設置

の推進（コミュニテ

ィ・スクール） 

１，４５１ 
宮若東中学校区小学校における学校運営協議

会設置に向けて検討を始めた。 
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給食調理業務等の

民間委託 
２７，３２４ 

新共同調理場の給食調理等業務についてプロ

ポーザルを実施した。 

 

地産地消の推進 ２，３３２ 

地産地消推進のため、学校給食で宮若産良食味 

米と宮若牛を提供した。 

 

給食費管理の公会計

化 
２，０９１ 

給食費の管理について、私会計から公会計に移

行した。 

 

 

サマーチャレンジ・スプ

リングチャレンジ 
１２２ 

夏休み、春休みに体験教室を実施した 

 

 

子育てサロン ２８ 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、高校

と協議の上、４回開催することができた。 

 

家庭教育講座 ７４２ 

新型コロナウイルス感染症の影響で託児なし

の講座を開催した。今後は託児も検討していく

必要がある。 

人権カレンダー・人

権啓発冊子 
１，８２０ 

人権教育・啓発活動の推進を図るため、啓発 

子・人権カレンダーを作成し、市内全戸配布を 

行った。 

 

リコリスエントラン

スコンサート 
３４８ 

主催コンサートを４回開催した。また

YouTube、インスタグラムでの配信も行った。 

発掘調査報告書の作

成 
２３３ 

以前に発掘調査を実施し、報告書が未刊となっ 

ている発掘調査報告書の作成に取り組んだ。 

 

宮若市文化祭 ９９６ 

市民文化祭を開催した。 

来場者：ステージの部４０１人、展示の部５３ 

６人、出演者：ステージの部１７団体３１５人、 

展示の部２６団体２８９人であった 

 

宮若市文化財収蔵・

展示・交流センター

改修工事 

 

１７１，８０９ 

 

 

令和２年度に実施した基本・実施設計に基づい

て、若宮西小学校跡地を活用した、文化財収蔵・

展示施設とコミュニティ機能を併せ持つ施設へ

の改修工事を行った。 

 


